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告
　
示

◯
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
に
関
し
聴
取
し
た
意
見
の
概
要
（
三
七
〇
・
商
工
業
振
興
課
）

◯
秋
田
県
農
業
振
興
地
域
整
備
基
本
方
針
の
変
更
（
三
七
一
・
農
林
政
策
課
）

◯
道
路
区
域
の
変
更
（
三
七
二
・
道
路
環
境
課
）

◯
道
路
の
供
用
開
始
（
三
七
三
・
道
路
環
境
課
）

◯
道
路
区
域
の
変
更
（
三
七
四
・
道
路
環
境
課
）

公
　
告

◯
共
同
施
行
等
土
地
改
良
事
業
の
換
地
処
分
の
届
出
（
山
本
総
合
農
林
事
務
所
）

◯
県
営
土
地
改
良
事
業
工
事
の
完
了
（
秋
田
総
合
農
林
事
務
所
）

◯
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
の
認
可
（
由
利
総
合
農
林
事
務
所
）

◯
土
地
改
良
区
の
役
員
の
退
任
及
び
就
任
の
届
出
（
仙
北
総
合
農
林
事
務
所
）

監
査
委
員
告
示

◯
外
部
監
査
人
の
監
査
の
事
務
を
補
助
す
る
者
及
び
期
間
（
三
）

秋
田
県
告
示
第
三
百
七
十
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
、
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
に
関
し
て
、
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ

き
事
項
に
つ
い
て
の
意
見
を
聴
取
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
告

し
、
関
係
書
類
を
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
四
年
五
月
二
十
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

ウ
ェ
ル
マ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

本
荘
市
出
戸
町
字
岩
渕
下
十
八
番
地
外

二
　
本
荘
市
長
の
意
見

意
見
な
し

三
　
周
辺
地
域
の
住
民
、
事
業
者
等
の
意
見
の
概
要

意
見
書
の
提
出
な
し

四
　
関
係
書
類
の
縦
覧
場
所
及
び
期
間

■

縦
覧
場
所

県
庁
第
二
庁
舎
一
階
　
県
政
情
報
資
料
室

本
荘
市
役
所
　
商
工
観
光
課

■

縦
覧
期
間

平
成
十
四
年
五
月
二
十
八
日
か
ら
同
年
六
月
二
十
八
日
ま
で

秋
田
県
告
示
第
三
百
七
十
一
号

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
二
十

号
）
附
則
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
秋
田
県
農
業
振
興
地
域
整
備
基
本
方
針
を
次
の
と
お
り

変
更
し
た
の
で
、
同
項
に
お
い
て
準
用
す
る
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四

年
法
律
第
五
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
四
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
表
す
る
。

な
お
、
変
更
後
の
秋
田
県
農
業
振
興
地
域
整
備
基
本
方
針
は
、
農
林
水
産
部
農
林
政
策
課
及
び
各

総
合
農
林
事
務
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
四
年
五
月
二
十
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

変
更
後
の
秋
田
県
農
業
振
興
地
域
整
備
基
本
方
針
の
概
要

第
一
　
農
用
地
等
の
確
保
に
関
す
る
事
項

一
　
農
用
地
等
の
確
保
に
関
す
る
基
本
的
考
え
方

農
用
地
等
は
、
食
料
の
安
定
供
給
の
た
め
の
農
業
生
産
基
盤
と
し
て
重
要
で
あ
る
こ
と
は
も

と
よ
り
、
県
土
の
保
全
や
自
然
環
境
の
保
全
、
良
好
な
景
観
の
形
成
や
農
業
生
産
活
動
に
よ
り

生
じ
る
多
面
的
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
の
基
盤
と
し
て
も
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
確

保
の
た
め
、
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
や
農
用
地
等
の
保
全
事
業
等
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
農

用
地
区
域
内
の
優
良
農
地
を
確
保
す
る
た
め
農
業
振
興
地
域
制
度
の
適
切
な
運
用
を
図
る
必
要

が
あ
る
。

二
　
農
用
地
等
の
確
保
の
た
め
の
施
策
の
推
進

■

農
用
地
等
を
確
保
す
る
た
め
、
農
業
振
興
地
域
制
度
の
適
切
か
つ
厳
格
な
執
行
に
努
め
、

１

告
　
　
　
　
　
　
示

（一）（二）
（一）
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農
業
生
産
基
盤
の
計
画
的
な
整
備
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
認
定
農
業
者
等
へ
の
農
地
の
利

用
集
積
等
を
促
進
す
る
。

■

農
用
地
等
の
非
農
業
的
土
地
利
用
と
の
調
整
に
つ
い
て
は
、
農
業
振
興
地
域
内
の
農
用
地

区
域
外
に
お
け
る
土
地
利
用
の
状
況
を
考
慮
し
、
他
の
土
地
利
用
計
画
と
の
適
切
な
調
整
を

行
う
。
ま
た
、
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
変
更
は
、
原
則
と
し
て
、
お
お
む
ね
五
年
ご
と

に
法
第
十
二
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
実
施
す
る
基
礎
調
査
等
に
基
づ
き
行
う
。

■

公
用
公
共
用
施
設
の
建
設
に
当
た
っ
て
、
や
む
を
得
ず
農
用
地
区
域
内
に
建
設
す
る
場
合

は
、
法
第
十
三
条
第
二
項
各
号
の
変
更
要
件
を
満
た
す
よ
う
土
地
の
選
定
に
努
め
る
。

■

法
第
十
三
条
の
二
の
交
換
分
合
制
度
に
つ
い
て
は
、
農
用
地
区
域
内
の
土
地
の
農
業
上
の

利
用
を
確
保
す
る
た
め
農
用
地
利
用
計
画
の
変
更
を
行
う
に
当
た
っ
て
、
積
極
的
に
活
用
す

る
。

■

農
業
振
興
地
域
整
備
基
本
方
針
の
策
定
・
変
更
及
び
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
策
定
・

変
更
に
当
た
っ
て
は
、
関
係
部
局
間
の
連
絡
調
整
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
関
係
団
体

等
か
ら
必
要
に
応
じ
広
く
意
見
を
求
め
る
。

三
　
農
業
上
の
土
地
利
用
の
基
本
的
方
向

農
産
物
の
需
要
の
動
向
に
即
し
つ
つ
生
産
を
行
う
こ
と
と
し
、
こ
れ
に
弾
力
的
に
対
応
で
き

る
よ
う
合
理
的
な
土
地
利
用
を
進
め
る
。

第
二
　
農
業
振
興
地
域
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
を
相
当
と
す
る
地
域
の
位
置
及
び
規
模
に
関
す
る
事

項
全
県
六
十
九
市
町
村
の
す
べ
て
に
つ
い
て
、
そ
の
全
部
又
は
一
部
を
農
業
振
興
地
域
と
し
て
指

定
す
る
こ
と
を
相
当
と
す
る
。

第
三
　
農
業
生
産
の
基
盤
の
整
備
及
び
開
発
に
関
す
る
事
項

農
業
生
産
の
基
盤
の
整
備
及
び
開
発
は
、
農
業
上
の
土
地
利
用
の
基
本
的
方
向
に
即
す
る
と
と

も
に
、
生
産
性
の
向
上
に
よ
る
効
率
的
・
安
定
的
な
農
業
経
営
の
確
立
と
農
業
生
産
活
動
を
通
じ

た
多
面
に
わ
た
る
機
能
の
発
揮
を
図
る
上
で
の
農
業
用
用
排
水
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
及
び
農

業
用
水
の
水
質
保
全
や
機
能
維
持
と
い
う
観
点
か
ら
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
際
、
水

質
、
希
少
動
植
物
な
ど
自
然
環
境
、
景
観
や
生
態
系
に
十
分
配
慮
し
て
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。

第
四
　
農
用
地
等
の
保
全
に
関
す
る
事
項

農
用
地
等
の
保
全
は
、
農
地
が
生
産
基
盤
に
と
ど
ま
ら
ず
、
農
業
生
産
活
動
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
よ
り
生
ず
る
雨
水
の
貯
留
機
能
や
水
源
の
か
ん
養
機
能
、
土
壌
浸
食
防
止
機
能
等
の
多
面
的
な

機
能
を
有
し
て
お
り
、
県
土
の
保
全
や
県
民
の
豊
か
で
潤
い
の
あ
る
生
活
の
実
現
に
欠
か
せ
な
い

も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

第
五
　
農
業
経
営
の
規
模
の
拡
大
及
び
農
用
地
等
又
は
農
用
地
等
と
す
る
こ
と
が
適
当
な
土
地
の
農

業
上
の
効
率
的
か
つ
総
合
的
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
事
項

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
（
昭
和
五
十
五
年
法
律
第
六
十
五
号
）
に
基
づ
く
利
用
権
設
定
等

促
進
事
業
を
中
心
と
し
た
各
種
農
地
流
動
化
施
策
を
積
極
的
に
進
め
、
農
作
業
の
受
委
託
を
含
め

た
幅
広
い
形
で
の
農
用
地
の
流
動
化
を
促
進
す
る
。
さ
ら
に
、
関
係
農
業
者
等
の
合
意
形
成
に
努

め
、
作
付
地
の
集
団
化
、
不
作
付
地
の
解
消
等
農
用
地
の
利
用
度
の
向
上
、
農
作
業
の
効
率
化
、

耕
種
農
家
と
畜
産
農
家
の
連
携
に
よ
る
地
力
の
維
持
増
進
等
を
促
進
す
る
。

第
六
　
農
業
の
近
代
化
の
た
め
の
施
設
の
整
備
に
関
す
る
事
項

生
産
性
が
全
国
的
に
み
て
優
位
で
あ
る
米
を
基
幹
と
し
つ
つ
、
今
後
、
需
要
の
増
大
が
見
込
ま

れ
る
農
畜
産
物
の
生
産
拡
大
を
促
進
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
に
は
、
地
域
農
業
の
核
と
な

る
認
定
農
業
者
や
農
作
業
受
託
組
織
等
の
多
様
な
組
織
経
営
体
の
育
成
と
こ
れ
ら
経
営
体
へ
の
農

用
地
の
利
用
集
積
な
ど
流
動
化
の
促
進
に
よ
り
規
模
拡
大
を
図
り
、
土
地
基
盤
の
整
備
に
よ
る
農

業
生
産
性
の
向
上
と
広
域
的
な
流
動
体
制
の
近
代
化
を
推
進
す
る
高
性
能
、
高
能
率
の
機
械
及
び

施
設
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

第
七
　
農
業
を
担
う
べ
き
者
の
育
成
及
び
確
保
の
た
め
の
施
設
の
整
備
に
関
す
る
事
項

就
農
啓
発
を
目
的
と
し
た
農
作
業
体
験
施
設
や
新
規
就
農
者
等
の
研
修
施
設
、
農
業
情
報
に
関

す
る
情
報
通
信
施
設
、
女
性
や
高
齢
者
の
就
農
支
援
施
設
等
の
整
備
を
推
進
す
る
。

第
八
　
第
五
の
事
項
と
相
ま
っ
て
推
進
す
る
農
業
従
事
者
の
安
定
的
な
就
業
の
促
進
に
関
す
る
事
項

農
村
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
の
企
業
化
を
支
援
し
就
業
機
会
の
拡
大
を
図

る
た
め
、
新
山
村
振
興
等
農
林
漁
業
特
別
対
策
事
業
等
に
よ
る
地
域
農
林
水
産
物
の
加
工
処
理
施

設
や
直
売
施
設
等
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
農
林
水
産
業
や
地
域
の
立
地
条
件
を

利
用
し
た
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
振
興
等
を
支
援
す
る
。

第
九
　
農
業
構
造
の
改
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
主
と
し
て
農
業
従
事
者
の
良
好
な
生
活
環
境

を
確
保
す
る
た
め
の
施
設
の
整
備
に
関
す
る
事
項

集
落
活
動
の
拠
点
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
や
、
情
報
関
連
施
設
、
農
村
公
園
な
ど
、
生
活

・
交
流
基
盤
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
美
し
い
農
村
景
観
の
保
全
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
設
や
交
流
施
設
の
整
備
に
努
め
、
農
村
独
自
の
文
化
の
保
存
を
促
進
す
る
。

秋
田
県
告
示
第
三
百
七
十
二
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お

り
道
路
の
区
域
を
変
更
す
る
。

平
成
十
四
年
五
月
二
十
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

２

（二）（三）（四）（五）
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二
　
道
路
の
区
域
を
表
示
し
た
図
面
を
縦
覧
す
る
場
所
及
び
期
間

■

場
所
　
建
設
交
通
部
道
路
環
境
課

■

期
間
　
平
成
十
四
年
五
月
二
十
八
日
か
ら
同
年
六
月
十
日
ま
で

秋
田
県
告
示
第
三
百
七
十
三
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お

り
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。

平
成
十
四
年
五
月
二
十
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
供
用
開
始
の
区
間

二
　
供
用
開
始
の
期
日
　
平
成
十
四
年
五
月
二
十
八
日

三
　
供
用
開
始
の
区
間
を
表
示
し
た
図
面
を
縦
覧
す
る
場
所
及
び
期
間

３

一
　
道
路
の
区
域

道
路
の
種
類

県
　
　
　
道

県
　
　
　
道

路
　
　
線
　
　
名

金
光
寺
能
代
線

金
光
寺
能
代
線

金
光
寺
能
代
線

金
光
寺
能
代
線

旧
新
別

旧新旧新

敷
地
の
幅
員
（
メ
ー
ト
ル
）

六
・
〇
〇
〜
　
一
六
・
〇
〇

一
三
・
五
〇
〜
二
二
二
・
〇
〇

六
・
〇
〇
〜
　
　
六
・
〇
〇

一
三
・
五
〇
〜
二
二
二
・
〇
〇

六
・
〇
〇
〜
　
一
六
・
〇
〇

六
・
〇
〇
〜
　
　
六
・
〇
〇

一
三
・
五
〇
〜
二
二
二
・
〇
〇

六
・
〇
〇
〜
　
一
六
・
〇
〇

一
三
・
五
〇
〜
二
二
二
・
〇
〇

六
・
〇
〇
〜
　
一
六
・
〇
〇

延
長
（
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

二
・
一
三
八

一
・
六
八
五

〇
・
〇
三
七

一
・
六
八
五

二
・
〇
〇
八

〇
・
〇
三
七

一
・
六
八
五

二
・
〇
〇
八

一
・
六
八
五

二
・
〇
〇
八

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

能
代
市
河
戸
川
字
東
堂
前
二
六
六
番
一
地
先
か
ら
能
代
市
字
寿
域
長
根
五

六
番
一
地
先
ま
で

能
代
市
河
戸
川
字
西
堂
前
十
四
番
二
地
先
か
ら
能
代
市
字
寿
域
長
根
五
六

番
一
地
先
ま
で

能
代
市
字
田
子
向
四
番
地
先
か
ら
二
番
五
地
先
ま
で

能
代
市
河
戸
川
字
西
堂
前
十
四
番
二
地
先
か
ら
能
代
市
字
寿
域
長
根
五
六

番
一
地
先
ま
で

能
代
市
河
戸
川
字
東
堂
前
二
六
六
番
一
地
先
か
ら
能
代
市
字
藤
山
四
九
番

一
ま
で

能
代
市
字
田
子
向
四
番
地
先
か
ら
二
番
五
地
先
ま
で

能
代
市
河
戸
川
字
西
堂
前
十
四
番
二
地
先
か
ら
能
代
市
字
寿
域
長
根
五
六

番
一
地
先
ま
で

能
代
市
河
戸
川
字
東
堂
前
二
六
六
番
一
地
先
か
ら
能
代
市
字
藤
山
四
九
番

一
ま
で

能
代
市
河
戸
川
字
西
堂
前
十
四
番
二
地
先
か
ら
能
代
市
字
寿
域
長
根
五
六

番
一
地
先
ま
で

能
代
市
河
戸
川
字
東
堂
前
二
六
六
番
一
地
先
か
ら
能
代
市
字
藤
山
四
九
番

一
ま
で

ＡＢＡＢＣＡＢＣＢＣ

こ
の
表
に
お
い
て
「
Ａ
」、「
Ｂ
」
及
び
「
Ｃ
」
と
は
、
関
係
図
面
に
表
示
す
る
敷
地
の
区
分
を
い
う
。

道
路
の
種
類

県

道

路
　
線
　
名

金
光
寺
能
代
線

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

能
代
市
字
藤
山
四
九
番
一
か
ら
字
田
子
向
一
番
ま

で

（一）（二）
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■

場
所
　
建
設
交
通
部
道
路
環
境
課

■

期
間
　
平
成
十
四
年
五
月
二
十
八
日
か
ら
同
年
六
月
十
日
ま
で

秋
田
県
告
示
第
三
百
七
十
四
号

二
　
道
路
の
区
域
を
表
示
し
た
図
面
を
縦
覧
す
る
場
所
及
び
期
間

■

場
所
　
建
設
交
通
部
道
路
環
境
課

■

期
間
　
平
成
十
四
年
五
月
二
十
八
日
か
ら
同
年
六
月
十
日
ま
で

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
九
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

五
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
羽
佐
場
地
区
土
地
改
良
事
業
共
同
施
行
か
ら
平
成
十
四
年
五
月

二
十
日
換
地
処
分
を
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
九
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
五
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
四
年
五
月
二
十
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
羽
佐
場
地
区
土
地
改
良
事
業
共
同
施
行

■

事
業
名
　
羽
佐
場
地
区
山
村
振
興
等
農
林
漁
業
特
別
対
策
事
業
（
区
画
整
理
）

■

換
地
処
分
年
月
日
　
平
成
十
四
年
五
月
十
七
日

県
営
土
地
改
良
事
業
（
畑
沢
地
区
一
般
農
道
整
備
事
業
（
過
疎
基
幹
）
）
に
つ
き
、
そ
の
工
事
を

平
成
十
三
年
九
月
十
三
日
完
了
し
た
の
で
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お

り
道
路
の
区
域
を
変
更
す
る
。

平
成
十
四
年
五
月
二
十
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

第
百
十
三
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
四
年
五
月
二
十
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
由
利

郡
大
内
町
土
地
改
良
区
か
ら
申
請
が
あ
っ
た
定
款
変
更
に
つ
い
て
、
平
成
十
四
年
五
月
二
十
日
認
可

し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
四
年
五
月
二
十
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
仙

北
郡
千
畑
町
土
地
改
良
区
か
ら
次
の
と
お
り
役
員
の
退
任
及
び
就
任
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条

第
十
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
四
年
五
月
二
十
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
退
任
理
事
の
住
所
及
び
氏
名

仙
北
郡
千
畑
町
畑
屋
字
熊
野
百
七
十
番
地
の
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
　
山
　
幸
　
一

〃
　
　
〃
　
　
中
野
字
内
城
百
三
十
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
　
井
　
金
　
光

４

（一）（二）（一）（二） こ
の
表
に
お
い
て
「
Ａ
」
及
び
「
Ｂ
」
と
は
、
関
係
図
面
に
表
示
す
る
敷
地
の
区
分
を
い
う
。

一
　
道
路
の
区
域

道
路
の
種
類

一

般

国

道

路
　
　
線
　
　
名

百
八
号

百
八
号

旧
新
別

旧新

敷
地
の
幅
員
（
メ
ー
ト
ル
）

六
・
〇
〇
〜
二
三
・
五
〇

六
・
〇
〇
〜
二
三
・
五
〇

六
・
〇
〇
〜
八
三
・
五
〇

延
長
（
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

一
・
三
四
八

一
・
三
四
八

一
・
二
九
五

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

由
利
郡
鳥
海
町
上
川
内
字
沖
二
四
番
二
地
先
か
ら
字
平
根
八
番
一
地
先
ま
で

由
利
郡
鳥
海
町
上
川
内
字
沖
二
四
番
二
地
先
か
ら
字
平
根
八
番
一
地
先
ま

で由
利
郡
鳥
海
町
上
川
内
字
沖
二
〇
番
二
か
ら
字
平
根
八
番
一
ま
で

ＡＢ

公
　
　
　
　
　
　
告

（一）（二）
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仙
北
郡
千
畑
町
金
沢
東
根
字
川
原
田
百
六
十
七
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
　
沢
　
清
　
一

〃
　
　
〃
　
　
〃
　
　
　
字
西
外
川
原
百
十
五
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
橋
　
正
　
治

〃
　
　
〃
　
　
千
屋
字
下
内
村
一
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
　
沢
　
良
　
清

〃
　
　
〃
　
　
〃
　
字
荒
屋
敷
百
三
十
七
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
　
沢
　
藤
　
一

〃
　
　
〃
　
　
本
堂
城
回
字
田
町
百
三
十
二
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栗
　
林
　
四
　
郎

〃
　
　
〃
　
　
〃
　
　
　
字
北
館
八
十
九
番
地
の
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
十
嵐
　
喜
　
栄

〃
　
　
〃
　
　
浪
花
字
丸
森
下
二
の
十
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
代
　
　
　
武

〃
　
　
〃
　
　
土
崎
字
厨
川
百
三
十
一
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
　
寅
之
助

〃
　
　
〃
　
　
〃
　
字
野
田
二
十
九
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
辰
　
雄

〃
　
　
〃
　
　
黒
沢
字
西
野
六
十
五
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
階
　
隆
　
二

〃
　
　
〃
　
　
浪
花
字
大
道
二
百
七
十
九
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
橋
　
　
　
彪

〃
　
　
〃
　
　
畑
屋
字
室
町
百
五
十
七
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
久
保
　
伸
　
一

〃
　
　
〃
　
　
〃
　
字
稲
荷
百
二
十
番
地
の
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
橋
　
勝
　
経

二
　
就
任
理
事
の
住
所
及
び
氏
名

仙
北
郡
千
畑
町
畑
屋
字
熊
野
百
七
十
番
地
の
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
　
山
　
幸
　
一

〃
　
　
〃
　
　
金
沢
東
根
字
西
外
川
原
百
十
五
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
橋
　
正
　
治

〃
　
　
〃
　
　
中
野
字
内
城
百
三
十
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
　
井
　
金
　
光

〃
　
　
〃
　
　
金
沢
東
根
字
川
原
田
百
六
十
七
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
　
沢
　
清
　
一

〃
　
　
〃
　
　
千
屋
字
荒
屋
敷
百
三
十
七
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
　
沢
　
藤
　
一

〃
　
　
〃
　
　
〃
　
字
上
内
村
八
十
三
番
地
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
　
沢
　
義
　
弘

〃
　
　
〃
　
　
本
堂
城
回
字
田
町
百
三
十
二
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栗
　
林
　
四
　
郎

〃
　
　
〃
　
　
〃
　
　
　
字
本
堂
町
九
十
八
番
地
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
　
沢
　
良
　
治

〃
　
　
〃
　
　
浪
花
字
丸
森
下
二
番
地
の
十
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
代
　
　
　
武

〃
　
　
〃
　
　
土
崎
字
野
田
二
十
九
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
辰
　
雄

〃
　
　
〃
　
　
〃
　
字
谷
地
中
百
五
番
地
の
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樽
　
川
　
　
　
勉

〃
　
　
〃
　
　
黒
沢
字
西
野
六
十
一
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
　
嶌
　
　
　
猛

〃
　
　
〃
　
　
浪
花
字
大
道
二
百
七
十
九
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
橋
　
　
　
彪

〃
　
　
〃
　
　
畑
屋
字
稲
荷
百
二
十
番
地
の
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
橋
　
勝
　
経

〃
　
　
〃
　
　
〃
　
字
室
町
百
五
十
七
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
久
保
　
伸
　
一

三
　
退
任
監
事
の
住
所
及
び
氏
名

仙
北
郡
千
畑
町
金
沢
東
根
字
大
石
百
六
十
一
番
地
の
一
　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
橋
　
辰
　
美

〃
　
　
〃
　
　
千
屋
字
上
花
岡
百
二
十
二
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
橋
　
虎
之
助

〃
　
　
〃
　
　
土
崎
字
谷
地
中
百
五
番
地
の
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樽
　
川
　
　
　
勉

四
　
就
任
監
事
の
住
所
及
び
氏
名

仙
北
郡
千
畑
町
金
沢
東
根
字
大
石
百
六
十
一
番
地
の
一
　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
橋
　
辰
　
美

〃
　
　
〃
　
　
千
屋
字
上
花
岡
百
二
十
二
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
橋
　
虎
之
助

〃
　
　
〃
　
　
土
崎
字
北
小
屋
三
十
二
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
　
藤
　
晃
　
湧

５

監
査
委
員
告
示
第
３
号

平
成
1
4
年
秋
田
県
告
示
第
3
3
5
号
で
告
示
さ
れ
た
包
括
外
部
監
査
契
約
に
関
し
、
外
部
監
査
人
の

監
査
の
事
務
を
補
助
す
る
者
に
つ
い
て
の
協
議
が
整
っ
た
の
で
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
2
2
年
法
律
第

6
7
号
）
第
2
5
2
条
の
3
2
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
1
4
年
５
月
2
8
日

秋
田
県
監
査
委
員
　
辻
　
　
　
久
　
男
　

秋
田
県
監
査
委
員
　
小
田
嶋
　
伝
　
一
　

秋
田
県
監
査
委
員
　
天
　
野
　
　
　
進
　

秋
田
県
監
査
委
員
　
小
　
玉
　
和
　
夫
　

１
　
外
部
監
査
人
の
監
査
の
事
務
を
補
助
す
る
者
の
氏
名
及
び
住
所

岡
　
井
　
　
　
眞
　
　
青
森
県
弘
前
市
大
字
浜
の
町
東
二
丁
目
９
番
地
2
0

唐
　
澤
　
正
　
幸
　
　
東
京
都
練
馬
区
氷
川
台
三
丁
目
2
8
番
1
0
号

大
　
崎
　
美
　
保
　
　
東
京
都
台
東
区
今
戸
二
丁
目
1
5
番
９
号

山
　
本
　
靖
　
子
　
　
千
葉
県
浦
安
市
北
栄
三
丁
目
3
8
番
2
2
号
レ
ジ
デ
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員
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